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き
っ
か
け
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災

江
戸
時
代
よ
り
、
船
は
物
資
や
人
を
運

ぶ
重
要
な
手
段
だ
っ
た
。
現
在
で
も
、
東

京
の
河
川
に
は
多
く
の
船
着
場
が
存
在

す
る
。
水
運
は
、
鉄
道
や
自
動
車
の
普
及

に
伴
っ
て
衰
退
し
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
降
、
災
害
時
の
利
用
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
東
京
都
は
1
9
9
9
年
6

月
に
、
震
災
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た
陸
上
交

通
網
の
補
完
や
物
資
輸
送
な
ど
に
よ
る

道
路
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
水
上
輸
送

を
活
用
す
る
「
防
災
船
着
場
整
備
計
画
」

を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
防
災

船
着
場
を
整
備
し
て
い
る
。

災
害
時
の
役
割

災
害
時
に
は
、
傷
病
者
・
医
療
物
資
の

輸
送
や
緊
急
物
資
の
輸
送
、
避
難
者
・
帰

宅
困
難
者
の
輸
送
の
た
め
に
船
が
活
用

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
地
震
発
生
後
、
船

着
場
や
船
が
壊
れ
て
い
な
い
か
、
河
川
は

安
全
に
航
行
で
き
る
状
態
か
確
認
す
る
。

ま
た
、
隅
田
川
は
全
区
間
が
東
京
湾
の
潮

汐
の
影
響
を
受
け
る
感
潮
区
間
で
あ
る

た
め
、
津
波
の
恐
れ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

安
全
を
確
認
し
た
後
、「
東
京
都
地
域
防

災
計
画
（
震
災
編
）
」
に
基
づ
き
、東
京
都

の
指
示
の
も
と
船
舶
を
活
用
で
き
る
。

災
害
時
に
は
、
国
や
東
京
都
が
所
有
し

て
い
る
船
と
普
段
か
ら
隅
田
川
を
運
航
し

て
い
る
民
間
業
者
の
船
の
両
方
を
用
い

る
。（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
は
、
東
京

都
建
設
局
と
の
間
に
「
災
害
時
に
お
け
る

船
舶
の
輸
送
協
定
」
を
結
び
、
年
15
回
ほ

ど
の
避
難
訓
練
で
震
災
に
備
え
て
い
る
。

災
害
時
だ
け
じ
ゃ
な
い
!

平
常
時
利
用
の
意
義

災
害
時
に
防
災
船
着
場
を
活
用
す
る
た

め
に
、
平
常
時
の
使
用
が
管
理
者
や
事
業

者
、
利
用
者
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
。
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
さ
れ
た
船
着
場
の
整
備
が
、
災
害
時
は

支
援
物
資
の
輸
送
、
平
常
時
は
車
い
す
利

用
者
の
移
動
に
役
立
つ
よ
う
に
、
平
常
時

と
災
害
時
に
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
整
備

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
観
光
目
的
で
船
の
活

用
が
進
ん
で
い
け
ば
、
船
着
場
自
体
の
認

知
も
広
ま
り
、
近
年
高
ま
る
水
辺
活
用
の

需
要
に
も
応
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

行
政
が
設
置
し
た
防
災
船
着
場

を
民
間
事
業
者
が
活
用

民
間
船
着
場
設
置
の
ハ
ー
ド
ル

河
川
周
辺
を
商
業
的
に
活
用
し
た
い
と

い
う
民
間
事
業
者
も
多
い
。
し
か
し
、
河

川
法
で
は
河
川
に
、
洪
水
や
津
波
、
高
潮

を
防
ぐ
機
能
を
第
一
に
求
め
て
い
る
た

め
、
船
着
場
設
置
な
ど
河
川
敷
地
を
占
用

す
る
に
は
治
水
や
利
水
に
支
障
が
な
い
場

所
や
使
い
方
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
加
え

隅
田
川
か
ら
み
た

防
災
船
着
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

従
来
、
土
木
施
設
は
特
定
の
目
的
で
建
設
・
運
営
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
は
本
来
の
目
的
に
加
え
て
、
防
災
や
観
光
、
地

域
交
流
な
ど
多
様
に
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
目
立
つ
。
本
企
画
で
は
、
こ
の
よ
う
な
土
木
施
設
の
「
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
側
面

に
目
を
向
け
、
そ
の
多
角
的
な
視
点
を
紹
介
す
る
。
今
回
は
、
東
京
都
を
流
れ
る
隅
田
川
に
あ
る
防
災
船
着
場
の
活
用
に
つ
い

て
、
そ
の
取
り
組
み
と
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
2
0
2
2
年
12
月
15
日（
木
） THE GATE HOTEL

両
国 by HULIC

に
て
）

﹇
取
材
協
力
者
﹈（
所
属
は
取
材
時
の
も
の
）

落
合
清
治
氏

大
川
原
雄
一
郎
氏

岡
本
遼
太
氏

東
京
都
建
設
局
河
川
部
計
画
課

野
澤
珠
枝
氏

東
京
都
建
設
局
河
川
部
指
導
調
整
課

八
馬
稔
氏

（
公
財
）東
京
都
公
園
協
会
水
辺
事
業
部
水
辺

ラ
イ
ン
課
水
辺
ラ
イ
ン
課
長

中
村
明
弘
氏

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）
事

業
企
画
部
開
発
室
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

土木施設のポテンシャル

学生記事

だけじゃない！
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て
、
民
間
事
業
者
の
河
川
占
用
は
、
地
域

の
合
意
形
成
が
得
ら
れ
た
場
合
の
特
例
と

さ
れ
て
お
り
さ
ら
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

そ
の
特
例
の
貴
重
な
実
例
と
し
て
、
東
京

都
港
区
に
は
民
営
の
船
着
場
を
擁
す
る

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
竹
芝
」
が
あ
る
。
こ
の
施

設
は
水
辺
活
用
の
好
例
で
あ
る
が
、
開
発

か
ら
運
営
ま
で
民
間
事
業
者
が
主
体
と
な

り
進
め
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。

一
方
で
、
防
災
船
着
場
と
し
て
行
政
が

防
災
目
的
で
船
着
場
を
設
置
し
、
そ
の
船

着
場
を
民
間
事
業
者
が
利
用
す
る
官
民
連

携
の
仕
組
み
作
り
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

防
災
船
着
場
を
活
用
し
た
例

T
HE
GA
TE
H
O
TEL

両
国by

HU
LIC

は
「
両
国
リ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
で
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
で
あ

る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
都
が
整

備
し
た
両
国
防
災
船
着
場
に
隣
接
し
た
土

地
に
、
官
民
連
携
で
行
わ
れ
た
。
ヒ
ュ
ー

リ
ッ
ク（
株
）
が
事
業
者
と
な
り
ホ
テ
ル
や

レ
ス
ト
ラ
ン
を
含
む
複
合
施
設
を
整
備
・

管
理
し
た
上
で
、
施
設
内
に
子
育
て
支
援

施
設
（
墨
田
区
）
と
水
上
バ
ス
の
待
合
所

（
東
京
都
）
が
入
居
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
機
に
、
高
潮
に
備
え
た
壁
の
よ
う

な
防
潮
堤
は
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を

向
上
さ
せ
た
緩
や
か
な
堤
防
で
あ
る
ス
ー

パ
ー
堤
防
と
な
り
、
親
水
性
や
景
観
が
改

善
さ
れ
た（
写
真
1
）。

ホ
テ
ル
は
隅
田
川
を
臨
む
テ
ラ
ス
を
持

ち
、
水
上
バ
ス
で
の
来
訪
や
浅
草
方
面
へ

観
光
を
提
案
す
る
な
ど
、
水
辺
の
持
つ
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活い

か
し
た
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
防
災
船
着
場
に
も
注
目

2
0
1
8
年
に
営
業
を
終
了
し
た
築
地

市
場
の
跡
地
は
、
こ
れ
か
ら
大
規
模
な
再

開
発
が
行
わ
れ
る
。
築
地
に
も
防
災
船
着

場
が
整
備
さ
れ
、
水
運
を
生
か
す
こ
と
で

ア
ク
セ
ス
も
向
上
す
る
。

ま
た
、
今
後
は
浅
草
よ
り
上
流
の
活
用

も
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
。
住
宅
地
が
多
い

上
流
域
で
も
、
地
域
ご
と
で
水
辺
を
使
い

た
い
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
い
る
事
例
も

あ
る
。
例
え
ば
東
京
北
区
観
光
協
会
は
、

隅
田
川
と
の
合
流
地
点
付
近
の
荒
川
河
川

敷
で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
と
し
た
イ

ベ
ン
ト〝A

KA
BA
NE
PICNIC

FESTA

〞

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

課
題
解
決
だ
け
じ
ゃ
な
い
!

さ
ら
な
る
魅
力
を
創
出
し
よ
う

水
辺
空
間
を
中
心
に
発
展
し
た
街
だ
か

ら
こ
そ
、
隅
田
川
を
含
む
東
京
の
東
部
低

地
帯
に
は
、
浅
草
や
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

な
ど
江
戸
か
ら
現
代
の
東
京
の
風
情
が
息

づ
く
。
そ
の
魅
力
は
多
く
の
人
を
集
め
る

一
方
で
、
災
害
時
に
は
人
が
集
ま
る
ゆ
え

の
脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱
性
も
あ
る
。
そ
の
問
題
に
対
す
る

解
決
策
の
一
つ
が
防
災
船
着
場
で
あ
る
。

平
常
時
か
ら
活
用
す
る
こ
と
で
人
が
集
ま

る
こ
と
が
さ
ら
な
る
魅
力
に
な
る
。
防
災

船
着
き
場
の
活
用
が
、
街
の
安
全
も
に
ぎ

わ
い
も
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
。

近
年
、
社
会
に
は
課
題
が
山
積
し
て
い

る
と
さ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
解
決
ば
か
り

に
注
力
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
大
切
な

こ
と
は
、
魅
力
に
目
を
向
け
、
明
る
い
未

来
や
理
想
と
す
る
社
会
像
か
ら
事
業
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
は
隅
田
川
を
取
り
上
げ
た
が
、
特
有

の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
潜
在
的
な
魅
力

も
持
つ
地
域
は
他
に
も
あ
る
は
ず
だ
。
防

災
船
着
場
の
活
用
の
よ
う
に
、
課
題
の
解

決
策
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
な
る
魅

力
が
生
ま
れ
る
事
業
が
増
え
て
ほ
し
い

し
、
私
自
身
も
取
り
組
み
た
い
。

（
学
生
編
集
委
員：

松
永
葵
、
植
野
弘
子
、

大
畑
空
輝
）

［新連載］第 1回

上流部
住宅地で新たな
にぎわいを創出

両国リバーセンター
両国防災船着場
官民連携で船着場を活用

ウォーターズ竹芝
（民営）竹芝地区船着場
民間事業者が
船着場を設置・運営

築地市場跡
築地防災船着場（予定）
防災船着場を含めた
再開発

旧岩渕水門

浅草

東京スカイツリー

東京駅

台場
東京臨海副都心

隅
田
川

荒
川

図1　隅田川周辺マップ

写真1　 両国リバーセンターから見た防災船着場と隅
田川




